
古代象形絵文字作家 竹本大亀氏による「建築」揮毫

主　
催

後　
援

一
般
社
団
法
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京
都
府
建
築
士
会

京
都
府
・
京
都
市
・
宇
治
市

第
13
回
京
都
建
築
賞
結
果
発
表

京
都
建
築
賞
は
、
京
都
府
建
築
士
会
の
創
立
60
周
年
を
記
念
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

京
都
の
歴
史
的
文
脈
を
踏
ま
え
つ
つ
創
造
性
の
高
い
建
築
作
品
を
表
彰
し
、
そ
の
活
動
及
び
業
績
を

広
く
社
会
に
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、
京
都
及
び
建
築
の
継
承
・
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

第
４
回
か
ら
は
、
次
代
を
担
っ
て
い
く
建
築
士
の
支
援
を
目
的
と
し
て
、
京
都
建
築
賞
に

特
定
の
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
新
た
な
部
門｢

藤
井
厚
二
賞｣

を
創
設
し
ま
し
た
。

古代象形絵文字作家 竹本大亀氏による「建築」揮毫

　
１
９
５
２
年
、
滋
賀
県
大
津
市
生
ま
れ
。
高

等
学
校
に
て
芸
術
科
目
と
し
て
書
道
を
選
択
、

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
書
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
へ
の

道
を
歩
む
礎
を
高
校
生
時
代
に
築
き
、
書
一
筋

の
人
生
を
歩
み
、独
自
の
世
界
を
築
い
て
い
る
。

　
漢
字
の
ル
ー
ツ
が
絵
文
字
で
あ
る
こ
と
に
注

目
。
現
代
の
文
字
は
絵
・
絵
文
字
が
記
号
化
・

符
号
化
い
わ
ば
文
字
化
し
た
も
の
、
ま
た
そ
れ

は
絵
が
抽
象
化
し
た
も
の
と
も
言
え
、
現
代
の

文
字
を
具
象
化
す
る
こ
と
で
絵
文
字
な
ら
で
は

の
表
情
や
生
命
感
を
再
現
し
、
書
道
界
に
新
境

地
を
開
き
独
自
の
世
界
を
展
開
し
て
い
る
。

　
甲
骨
文
字
や
青
銅
器
文
字
を
用
い
て
、
世
界

平
和
や
人
類
の
幸
福
を
神
に
祈
願
す
る
と
い
う

揮
毫
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
初
回
は
１
９
９
７

年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
復
興
を
祈
願
し

て
生
田
神
社
で
行
い
、
以
後
、
青
蓮
院
門
跡
・

清
水
寺
・
八
坂
神
社
等
で
奉
納
祈
願
揮
毫
を
行

う
。
２
０
１
２
年
以
降
は
京
都
・
松
尾
大
社
の

正
月
行
事
と
し
て
神
に
通
じ
る
古
代
神
聖
文
字

に
て
、
こ
の
一
年
を
こ
の
文
字
の
も
と
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
歩
む
と
い
う
１
字
を
募
集
、
奉
納
祈

願
揮
毫
を
行
っ
て
い
る
。

竹
本
大
亀 

氏

古
代
象
形
絵
文
字
作
家

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

き   

ご
う

[

審
査
委
員
会
﹈
委
員
長

委　
員

西
沢
立
衛
（
西
沢
立
衛
建
築
設
計
事
務
所
）

前
田
尚
武
（
京
セ
ラ
美
術
館
学
芸
員
）

三
澤
文
子
（
㈲
エ
ム
ズ
建
築
設
計
事
所
）

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

奨
励
賞 

京
都
市
立
芸
術
大
学
・
京
都
市
立
美
術
工
芸
高
等
学
校 

設
計
者　
乾
久
美
子
（
㈲
乾
久
美
子
建
築
設
計
事
務
所)

　
　
　
　
郷
野
正
広
・
上
條
美
枝
（
㈱RING ARCHITECTS

）

　
　
　
　
藤
原
徹
平
（
㈱
フ
ジ
ワ
ラ
テ
ッ
ペ
イ
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
ラ
ボ
一
級
建
築
士
事
務
所
）

　
　
　
　
大
西
麻
貴
・
百
田
有
希
（
㈱o+h

一
級
建
築
士
事
務
所
）

　
　
　
　
中
原
春
生
（
一
級
建
築
士
事
務
所
㈱
吉
村
建
築
事
務
所
）

　
　
　
　
佐
々
木
睦
朗
（
㈱
佐
々
木
睦
朗
構
造
計
画
研
究
所
）

　
　
　
　
満
田
衛
資
（
㈱
満
田
衛
資
構
造
計
画
研
究
所
）

　
　
　
　
平
岩
良
之
（　
平
岩
構
造
計
画
）

　
　
　
　
慶
祐
一
（
㈱
竹
中
工
務
店
）

　
　
　
　
小
松
敬
（
㈱
総
合
設
備
計
画
） 

静
原
村
の
家 

設
計
者　
森
田
一
弥
（
森
田
一
弥
建
築
設
計
事
務
所
）

京
都
女
子
大
学
Ｅ
校
舎

設
計
者　
尾
口
晴
基
・
恵
本
涼
太
郎
・
橋
本
阿
季
（
㈱
日
建
設
計
）

越
後
町
の
家 

ー
路
地
を
抜
く
家
ー

設
計
者　
川
上
聡
（
川
上
聡
建
築
設
計
事
務
所
） 

　
　
　
　

Rafael A. Balboa

（STUDIO
 W
ASABI

）

京
北
森
林
組
合 

木
造
倉
庫

設
計
者　
髙
橋
勝
（
髙
橋
勝
建
築
設
計
事
務
所
一
級
建
築
士
事
務
所
）

最
優
秀
賞
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設計者：乾久美子／㈲乾久美子建築設計事務所、郷野正広・上條美枝／㈱RING ARCHITECTS
　　　　藤原徹平／㈱フジワラテッペイアーキテクツラボ一級建築士事務所
　　　　大西麻貴・百田有希／㈱o+h一級建築士事務所、中原春生／一級建築士事務所㈱吉村建築事務所
　　　　佐々木睦朗／㈱佐々木睦朗構造計画研究所、満田衛資／㈱満田衛資構造計画研究所
　　　　平岩良之／　平岩構造計画、慶祐一／㈱竹中工務店、小松敬／㈱総合設備計画

最優秀賞京都市立芸術大学・京都市立美術工芸高等学校

２
０
２
５
年 

京
都
建
築
賞 

審
査
講
評

審
査
委
員
長 

西
沢
立
衛

五
作
品
を
現
地
審
査
し
た
。ど
れ
も
力
作
揃
い
で
あ
っ

た
。
そ
の
中
で
最
優
秀
と
な
っ
た
「
京
都
市
立
芸
術

大
学
」は
、五
作
品
の
中
で
ひ
と
つ
飛
び
抜
け
て
い
た
。

建
築
計
画
と
街
区
計
画
の
融
合
、
ま
た
公
共
空
間
や

学
び
空
間
の
提
案
な
ど
、
規
模
の
大
き
さ
と
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
性
格
、
立
地
状
況
等
本
計
画
の
条
件
に
ふ
さ

わ
し
い
建
築
提
案
が
な
さ
れ
、
そ
の
多
く
が
成
功
し

て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
。「
京
都
女
子
大
学
Ｅ
校
舎
」

は
、ス
ケ
ー
ル
感
に
お
い
て
多
少
窮
屈
な
印
象
が
あ
っ

た
も
の
の
、
本
学
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ド
を
踏
襲
し
つ

つ
抑
制
の
効
い
た
意
匠
と
中
庭
形
式
、
地
形
利
用
な

ど
に
好
感
を
持
っ
た
。「
越
後
町
の
家｜

路
地
を
抜

く
家｜

」
は
、
京
都
の
路
地
に
着
目
し
た
町
家
改
修

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
伝
統
的
な
町
家
を
海
外
の
人
で

も
住
め
る
よ
う
に
国
際
化
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

「
京
北
森
林
組
合
木
造
倉
庫
」
は
、
地
域
と
地
場
産
業

に
あ
っ
た
木
造
に
よ
る
建
築
で
、
そ
の
シ
ン
プ
ル
さ

と
木
造
ら
し
さ
に
好
感
を
感
じ
た
。「
静
原
村
の
家
」

は
、
設
計
者
自
ら
移
住
し
て
営
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

過
疎
化
が
進
む
村
落
の
未
来
と
い
う
意
味
で
、
た
い

へ
ん
示
唆
的
な
モ
デ
ル
の
一
つ
と
感
じ
た
。

２
０
２
３
年
、
両
校
は
長
年
の
構
想
を
経
て
京
都
駅

東
部
の
崇
仁
地
域
に
移
転
・
開
校
し
た
。
本
計
画
は

教
育
施
設
の
整
備
を
超
え
、「
文
化
芸
術
都
市
・
京
都
」

の
未
来
像
を
体
現
し
、
都
市
再
生
の
核
と
し
て
新
た

な
拠
点
を
築
い
た
点
で
画
期
的
で
あ
る
。
計
画
の
骨

格
に
は
、京
都
の
都
市
構
造
に
根
ざ
し
た
「
通
り
」「
突

抜
」「
奥
庭
」
と
い
っ
た
要
素
が
再
編
さ
れ
、「
大
き

な
軒
下
」
や
「
芸
大
通
り
」
と
い
っ
た
公
共
空
間
が

生
み
出
さ
れ
た
。
三
街
区
を
貫
く
建
築
群
は
、
市
民

や
観
光
客
が
ま
ち
歩
き
の
よ
う
に
芸
術
と
出
会
い
、

交
流
で
き
る
都
市
型
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
現
し
て
い
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、
地
上
約
７
ｍ
と
20
ｍ
に
設
け
ら
れ

た
二
層
の
人
工
地
盤
＝
マ
ト
リ
ク
ス
で
あ
る
。
歩
行

者
空
間
と
広
場
を
結
ぶ
こ
の
構
造
は
都
市
に
新
た
な

基
盤
を
与
え
、
多
様
な
活
動
を
包
摂
す
る
。
そ
の
理

念
は
、
１
９
９
７
年
完
成
の
京
都
駅
ビ
ル
が
示
し
た

マ
ト
リ
ク
ス
に
通
じ
る
。
駅
ビ
ル
は
10
〜
15
ｍ
に
人

工
地
盤
を
構
築
し
、
駅
機
能
や
商
業
、
文
化
施
設
を

重
層
的
に
配
置
し
て
南
北
を
結
ん
だ
。
し
か
し
そ
の

後
20
余
年
、
駅
周
辺
の
開
発
は
個
別
に
進
み
、
統
一

的
な
都
市
計
画
の
欠
如
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
状
況
で
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
は
駅
前
と
東
山
の
文

化
・
教
育
ゾ
ー
ン
を
結
び
直
す
だ
け
で
な
く
、
駅
周

辺
開
発
を
根
本
か
ら
問
い
直
す
挑
戦
的
な
試
み
で
あ

る
。
文
化
と
教
育
を
媒
介
に
連
続
性
を
生
み
出
し
た

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
に
根
ざ
し
つ
つ
普
遍

的
な
都
市
像
を
提
示
し
、
京
都
駅
周
辺
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
再
構
築
し
、
未
来
の
京
都
を
示
す
起
爆
剤

と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
前
田
尚
武
）

【
講
評
】
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第13回 京都建築賞

所在地／京都市下京区
用　途／C地区：学校(大学)、劇場(音楽ホール)、展示場（ギャラリー)、事務所
　　　　B地区：学校(大学)
　　　　A地区：学校(大学・高校）
竣　工／2023年8月
敷地面積／15,831.65㎡(C地区)、6,039.57㎡(B地区)、12,636.38㎡(A地区)
建築面積／10,227.42㎡(C地区)、2,967.05㎡(B地区)、8,168.66㎡(A地区)
延床面積／46,532.59㎡(C地区)、9,478.11㎡(B地区)、18,285.46㎡(A地区)
構造規模／C地区：地上7階、地下1階建て
　　　　　B地区：地上5階建て
　　　　　A地区：地上4階建て

五
作
品
を
現
地
審
査
し
た
。ど
れ
も
力
作
揃
い
で
あ
っ

た
。
そ
の
中
で
最
優
秀
と
な
っ
た
「
京
都
市
立
芸
術

大
学
」は
、五
作
品
の
中
で
ひ
と
つ
飛
び
抜
け
て
い
た
。

建
築
計
画
と
街
区
計
画
の
融
合
、
ま
た
公
共
空
間
や

学
び
空
間
の
提
案
な
ど
、
規
模
の
大
き
さ
と
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
性
格
、
立
地
状
況
等
本
計
画
の
条
件
に
ふ
さ

わ
し
い
建
築
提
案
が
な
さ
れ
、
そ
の
多
く
が
成
功
し

て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
。「
京
都
女
子
大
学
Ｅ
校
舎
」

は
、ス
ケ
ー
ル
感
に
お
い
て
多
少
窮
屈
な
印
象
が
あ
っ

た
も
の
の
、
本
学
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ド
を
踏
襲
し
つ

つ
抑
制
の
効
い
た
意
匠
と
中
庭
形
式
、
地
形
利
用
な

ど
に
好
感
を
持
っ
た
。「
越
後
町
の
家｜

路
地
を
抜

く
家｜

」
は
、
京
都
の
路
地
に
着
目
し
た
町
家
改
修

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
伝
統
的
な
町
家
を
海
外
の
人
で

も
住
め
る
よ
う
に
国
際
化
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

「
京
北
森
林
組
合
木
造
倉
庫
」
は
、
地
域
と
地
場
産
業

に
あ
っ
た
木
造
に
よ
る
建
築
で
、
そ
の
シ
ン
プ
ル
さ

と
木
造
ら
し
さ
に
好
感
を
感
じ
た
。「
静
原
村
の
家
」

は
、
設
計
者
自
ら
移
住
し
て
営
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

過
疎
化
が
進
む
村
落
の
未
来
と
い
う
意
味
で
、
た
い

へ
ん
示
唆
的
な
モ
デ
ル
の
一
つ
と
感
じ
た
。

２
０
２
３
年
、
両
校
は
長
年
の
構
想
を
経
て
京
都
駅

東
部
の
崇
仁
地
域
に
移
転
・
開
校
し
た
。
本
計
画
は

教
育
施
設
の
整
備
を
超
え
、「
文
化
芸
術
都
市
・
京
都
」

の
未
来
像
を
体
現
し
、
都
市
再
生
の
核
と
し
て
新
た

な
拠
点
を
築
い
た
点
で
画
期
的
で
あ
る
。
計
画
の
骨

格
に
は
、京
都
の
都
市
構
造
に
根
ざ
し
た
「
通
り
」「
突

抜
」「
奥
庭
」
と
い
っ
た
要
素
が
再
編
さ
れ
、「
大
き

な
軒
下
」
や
「
芸
大
通
り
」
と
い
っ
た
公
共
空
間
が

生
み
出
さ
れ
た
。
三
街
区
を
貫
く
建
築
群
は
、
市
民

や
観
光
客
が
ま
ち
歩
き
の
よ
う
に
芸
術
と
出
会
い
、

交
流
で
き
る
都
市
型
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
現
し
て
い
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、
地
上
約
７
ｍ
と
20
ｍ
に
設
け
ら
れ

た
二
層
の
人
工
地
盤
＝
マ
ト
リ
ク
ス
で
あ
る
。
歩
行

者
空
間
と
広
場
を
結
ぶ
こ
の
構
造
は
都
市
に
新
た
な

基
盤
を
与
え
、
多
様
な
活
動
を
包
摂
す
る
。
そ
の
理

念
は
、
１
９
９
７
年
完
成
の
京
都
駅
ビ
ル
が
示
し
た

マ
ト
リ
ク
ス
に
通
じ
る
。
駅
ビ
ル
は
10
〜
15
ｍ
に
人

工
地
盤
を
構
築
し
、
駅
機
能
や
商
業
、
文
化
施
設
を

重
層
的
に
配
置
し
て
南
北
を
結
ん
だ
。
し
か
し
そ
の

後
20
余
年
、
駅
周
辺
の
開
発
は
個
別
に
進
み
、
統
一

的
な
都
市
計
画
の
欠
如
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
状
況
で
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
は
駅
前
と
東
山
の
文

化
・
教
育
ゾ
ー
ン
を
結
び
直
す
だ
け
で
な
く
、
駅
周

辺
開
発
を
根
本
か
ら
問
い
直
す
挑
戦
的
な
試
み
で
あ

る
。
文
化
と
教
育
を
媒
介
に
連
続
性
を
生
み
出
し
た

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
に
根
ざ
し
つ
つ
普
遍

的
な
都
市
像
を
提
示
し
、
京
都
駅
周
辺
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
再
構
築
し
、
未
来
の
京
都
を
示
す
起
爆
剤

と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
前
田
尚
武
）
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優秀賞静原村の家
設計者：森田一弥／森田一弥建築設計事務所

【
講
評
】

神
話
の
時
代
に
創
建
さ
れ
た
と
伝
わ
る
静
原
神
社
の
前
の
道
を
西
に
行
く
と「
静

原
村
の
家
」
の
事
務
所
棟
が
あ
る
。
車
庫
を
改
修
し
た
こ
の
事
務
所
か
ら
高
低

差
の
あ
る
道
を
下
る
と
南
に
３
棟
の
古
民
家
を
改
修
し
た
棟
が
連
な
っ
て
い
る
。

西
か
ら
１
９
７
番
地
の
事
務
所
＋
離
れ
棟
、
２
０
３
番
地
の
自
宅
工
房
棟
、
そ

し
て
２
０
７
番
地
の
宿
泊
棟
。
ま
ず
始
め
１
９
７
番
地
の
古
民
家
を
改
修
し
て

住
み
着
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
順
々
に
、
縁
が
つ
な
い
で
く
れ
る
よ
う
に
既
存
建

物
に
出
会
い
、
取
得
し
、
改
修
し
て
暮
ら
し
や
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
っ
た
と

い
う
。
縁
と
は
村
人
と
の
出
会
い
で
あ
る
。
４
棟
の
建
築
群
が
「
静
原
村
の
家
」

な
の
だ
。
３
棟
の
古
民
家
は
原
型
の
架
構
を
尊
重
し
、
地
元
の
人
た
ち
の
住
ま

い
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
２
階
を
メ
イ
ン
の
生
活
ス
ペ
ー
ス
に
し
て
、
驚

く
ほ
ど
の
見
晴
ら
し
の
良
い
そ
し
て
明
る
い
空
間
が
で
き
て
い
る
。
こ
の
土
地

の
も
つ
魅
力
を
最
大
限
に
生
活
に
活
か
し
取
り
込
ん
で
い
る
の
だ
。
お
そ
ら
く

ご
近
所
の
方
々
が
訪
ね
て
く
れ
ば
驚
く
に
違
い
な
い
。
当
た
り
前
と
思
っ
て
い

た
暮
ら
し
の
考
え
方
が
、
こ
の
空
間
で
ゆ
っ
く
り
と
変
化
し
て
い
く
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

改
修
方
法
は
、
無
理
を
せ
ず
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
。
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
姿
勢
も
現
実
的
で
好
感
が
持
て
る
。
工
房
棟
で
は
伝
統
的
木
造
架
構

の
特
性
を
活
か
す
耐
力
壁
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
や
、
今
後
の
方
針

な
ど
見
せ
て
い
た
だ
き
刺
激
的
で
あ
っ
た
。
静
原
村
の
集
落
に
溶
け
込
み
よ
う

に
そ
こ
で
活
動
す
る
民
家
群
は
、
消
費
す
る
建
築
で
な
い
、
生
き
て
活
動
を
続

け
る
建
築
に
見
え
、
と
て
も
眩
し
い
も
の
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         　
　
　
　
　
　
　
　

  （
三
澤
文
子
）

所在地／京都市左京区
用　途／住宅・事務所・工房・宿
竣　工／2023年9月
敷地面積／1652.44㎡
建築面積／521.94㎡
延床面積／790.17㎡
構造規模／木造2階建て
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第13回 京都建築賞 優秀賞京都女子大学Ｅ校舎
設計者：尾口晴基・恵本涼太郎・橋本阿季／㈱日建設計

【
講
評
】

東
山
エ
リ
ア
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
え
て
い
る
京
都
女
子
大
。
こ
の
Ｅ
校
舎
は
、

全
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
て
い
て
、
数
年
前
に
竣
工
し
た
と
い
う

図
書
館
も
近
く
に
見
え
る
。Ｅ
校
舎
の
敷
地
は
、
お
よ
そ
３
層
分
の
高
低
差
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
計
画
力
は
す
ば
ら
し
い
。
地

下
１
階
、
地
上
３
階
建
て
の
校
舎
は
小
さ
な
切
妻
屋
根
が
連
な
る
形
。
大
き
な

一
つ
の
屋
根
で
造
ら
れ
た
校
舎
が
見
せ
る
威
圧
感
は
な
く
親
し
み
や
す
い
優
し

さ
が
あ
る
。
建
物
の
表
情
も
レ
ン
ガ
タ
イ
ル
の
素
材
の
色
が
活
か
さ
れ
て
馴
染

み
よ
い
。
地
下
１
階
か
ら
も
大
き
な
空
が
見
え
て
、
グ
ラ
ン
ド
レ
ベ
ル
の
中
庭

か
ら
は
地
下
の
教
室
が
の
ぞ
き
込
め
る
。こ
の
よ
う
に
中
庭
が
２
層
に
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
で　
地
下
ホ
ー
ル
と
し
て
の
中
庭
か
ら
は
各
教
室
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
。
こ
の
地
下
に
つ
づ
く
中
庭
の
お
か
げ
で
、
そ
こ
は
地
下
感
覚
が
な
く
歩

い
て
い
て
も
と
て
も
気
持
ち
が
良
か
っ
た
。

壁
の
レ
ン
ガ
仕
上
げ
は
、Ｒ
Ｃ
造
の
低
層
部
と
鉄
骨
造
の
３
階
で
は
工
法
が
異
な

る
も
の
の
、
同
じ
よ
う
に
見
せ
る
た
め
に
細
か
い
工
夫
が
あ
り
、
さ
ら
に
レ
ン

ガ
タ
イ
ル
の
質
感
へ
追
求
、
ま
た
研
ぎ
出
し
の
床
の
仕
上
げ
な
ど
、
素
朴
な
素

材
も
素
材
感
を
活
か
し
手
間
を
か
け
る
こ
と
で
、
上
質
な
仕
上
げ
に
変
え
て
い

く
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
シ
ッ
プ
な
設
計
の
姿
勢
が
見
て
取
れ
う
れ
し
い
気
持
ち
に

な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
女
子
大
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
課
題
に
も
応
え
よ
う

と
取
り
組
ん
だ
、
大
学
校
舎
の
真
摯
な
設
計
姿
勢
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         　
　
　
　
　
　
　
　

  （
三
澤
文
子
）

所在地／京都市東山区
用　途／学校(大学）
竣　工／2021年2月
敷地面積／13,414.46㎡
建築面積／1,377.55㎡
延床面積／5,374.4㎡
構造規模／地上2階、地下2階建て
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優秀賞越後町の家 ー路地を抜く家ー
設計者：川上聡／川上聡建築設計事務所、Rafael A. Balboa／STUDIO WASABI

【
講
評
】

京
都
市
中
京
区
の
路
地
に
面
す
る
町
家
を
改
修
し
、
海
外
在
住
の
芸
術
家
の
拠

点
と
し
た
本
計
画
は
、「
町
」
と
「
家
」
の
関
係
を
再
定
義
す
る
試
み
と
し
て
注

目
に
値
す
る
。
既
存
の
間
仕
切
り
壁
を
撤
去
し
、
六
角
通
か
ら
奥
庭
ま
で
を
貫

く
通
り
土
間
を
設
け
る
こ
と
で
、
町
の
路
地
空
間
を
そ
の
ま
ま
室
内
へ
と
引
き

込
ん
だ
構
成
は
鮮
や
か
で
あ
る
。
と
り
わ
け
印
象
的
な
の
は
、
既
存
木
造
に
寄

り
添
う
よ
う
に
挿
入
さ
れ
た
梯
子
状
の
ス
チ
ー
ル
フ
レ
ー
ム
で
あ
る
。
こ
れ
は

土
壁
に
相
当
す
る
耐
力
を
補
い
な
が
ら
、
棚
や
装
飾
と
し
て
日
常
生
活
を
受
け

入
れ
る
柔
ら
か
な
構
造
体
で
あ
り
、
建
築
と
家
具
、
構
造
と
暮
ら
し
が
交
錯
す

る
ス
ケ
ー
ル
感
を
生
み
出
し
て
い
る
。
そ
の
リ
ズ
ム
が
三
層
吹
抜
け
の
空
間
に

方
向
性
を
与
え
、
光
や
風
の
流
れ
と
呼
応
し
て
、
町
家
の
奥
行
き
を
立
体
的
に

体
験
さ
せ
る
仕
掛
け
と
な
っ
て
い
る
。改
修
を
通
じ
て
こ
の
町
家
は
、通
り
と
庭
、

路
地
と
内
部
空
間
が
一
続
き
と
な
る
「
み
ち
の
体
験
」
を
内
包
す
る
場
へ
と
転

換
さ
れ
た
。
町
と
家
の
境
界
を
ほ
ぐ
し
、
都
市
の
ス
ケ
ー
ル
を
建
築
の
内
部
に

重
ね
合
わ
せ
た
点
は
、
町
家
再
生
の
新
し
い
モ
デ
ル
と
い
え
る
。
京
都
に
お
け

る
歴
史
的
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
に
お
い
て
、
単
な
る
保
存
や
再
現
を
超
え
、
都
市

と
建
築
の
関
係
性
を
更
新
す
る
優
れ
た
実
践
で
あ
り
、
今
後
の
京
都
の
都
市
環

境
を
考
え
る
上
で
も
示
唆
に
富
む
計
画
と
し
て
高
く
評
価
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　         

　
　
　
　
　
　
　
　  （
前
田
尚
武
）

所在地／京都市中京区
用　途／住宅
竣　工／2024年11月
敷地面積／116.34㎡
建築面積／92.15㎡
延床面積／177.56㎡
構造規模／木造2階建て
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第13回 京都建築賞 奨励賞京北森林組合 木造倉庫
設計者：髙橋勝／髙橋勝建築設計事務所一級建築士事務所

所在地／京都市右京区
用　途／倉庫兼車庫
竣　工／2024年9月
敷地面積／489.01㎡
建築面積／157.83㎡
延床面積／247㎡
構造規模／木造(在来軸組工法)2階建て

京
都
の
京
北
地
域
は
古
く
か
ら
北
山
丸
太
の
生
産
地

と
し
て
全
国
的
に
有
名
で
あ
る
。
そ
の
京
北
森
林
組

合
の
林
業
施
業
用
資
材
倉
庫
お
よ
び
車
庫
で
あ
る
。

こ
の
京
北
の
地
に
立
ち
あ
た
り
を
見
回
し
て
も
「
京

北
森
林
組
合 

木
造
倉
庫
」
の
ほ
か
は
木
造
で
目
を
引

く
建
物
は
な
い
。
か
つ
て
こ
の
地
が
林
業
で
繁
盛
を

誇
っ
て
い
た
時
代
は
、
お
そ
ら
く
木
造
倉
庫
や
木
造

商
家
が
軒
を
つ
ら
ね
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
が

鉄
骨
の
倉
庫
や
社
屋
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
時
期
か
ら
、

お
そ
ら
く
林
業
の
低
迷
が
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
し
て
今
、
こ
の
「
京
北
森
林
組
合 

木
造

倉
庫
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
木
材
の
、
木
造
の
可
能
性

を
伝
え
て
く
れ
る
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
も
つ
存

在
で
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
る
。
明
快
で
軽
快
な
軸

組
は
永
く
既
存
倉
庫
に
眠
っ
て
い
た
在
庫
利
用
だ
と

い
う
。
施
工
は
大
工
工
務
店
の
元
、
大
工
を
目
指
す

学
生
が
取
り
組
む
と
い
う
大
工
実
践
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
組
み
込
ま
れ
て
も
い
る
。
学
生
施
工
の
た
め
考

え
ら
れ
た
と
い
う
挟
み
梁
工
法
も
、
そ
れ
が
建
物
を

軽
快
に
見
せ
て
い
る
。
特
徴
的
な
前
面
に
見
え
る
深

い
軒
。
そ
の
桁
を
京
北
の
見
事
な
長
材
の
磨
き
丸
太

が
頬
杖
材
と
し
て
支
え
て
い
る
。
木
組
み
を
尊
重
し

て
構
造
材
が
外
壁
ラ
イ
ン
か
ら
飛
び
出
し
た
ツ
ノ
に
、

鳥
か
ご
の
よ
う
に
見
え
る
か
わ
い
い
小
庇
を
付
け
て

い
る
の
も
愛
ら
し
い
。
京
北
に
こ
の
よ
う
な
魅
力
的

な
、
そ
し
て
愛
さ
れ
う
る
小
さ
な
木
造
倉
庫
が
で
き

た
こ
と
が
、
こ
の
地
の
林
業
や
林
産
業
そ
し
て
、
大

工
な
ど
木
造
を
支
え
る
職
人
育
成
の
応
援
に
つ
な
が

る
起
点
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
期
待
し
た
い
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
三
澤
文
子
）

【
講
評
】
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主　
催

後　
援

一
般
社
団
法
人 

京
都
府
建
築
士
会

京
都
府
・
京
都
市
・
宇
治
市

第
13
回
京
都
建
築
賞

藤
井
厚
二
賞
結
果
発
表

[

審
査
委
員
会
﹈
𩵋
谷
繁
礼
（
𩵋
谷
繁
礼
建
築
研
究
所
）

服
部
大
祐
（M

IDW
）

松
隈
章　
（
聴
竹
居
倶
楽
部
代
表
理
事
）

藤
井
厚
二
賞

大
原
の
家 

設
計
者　
森
田
一
弥
（
森
田
一
弥
建
築
設
計
事
務
所
）

　
　
　
　
小
寺
磨
理
子
（AM

K

）

現
地
審
査
選
出
作
品

京
北
森
林
組
合 

木
造
倉
庫

設
計
者　
髙
橋
勝
（
髙
橋
勝
建
築
設
計
事
務
所
一
級
建
築
士
事
務
所
）

萩
ノ
台
の
住
処

設
計
者　
殿
井
環
（
一
級
建
築
士
事
務
所 

殿
井
建
築
設
計
事
務
所
）

越
後
町
の
家 

ー
路
地
を
抜
く
家
ー

設
計
者　
川
上
聡
（
川
上
聡
建
築
設
計
事
務
所
）

熊
間

設
計
者　
浦
田
友
博
（
一
級
建
築
士
事
務
所 
浦
田
）

東
裏
辻
Ｂ
Ｌ
Ｄ
Ｇ

設
計
者　
浅
野
大
輔
（
㈱
ボ
ラ
設
計
）

　
藤
井
厚
二
賞
は
、
幾
多
の
実
験
住
宅

の
計
画
を
通
じ
て
卓
越
し
た
洞
察
力
、

探
究
心
、
行
動
力
を
も
と
に
新
し
い
建

築
の
あ
り
方
を
追
求
し
た
藤
井
厚
二
氏

に
敬
意
を
表
し
、先
人
の
叡
智
に
学
び
、

新
た
な
挑
戦
を
し
て
い
る
建
築
士
の
飛

躍
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
意
図
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ「
つ
き
ぬ
け
る
執
着
」

に
は
14
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
３
月
26

日
の
書
類
審
査
に
よ
り
現
地
審
査
対
象

の
６
作
品
を
選
出
。５
月
15
日
に
現
地

審
査
を
行
い
、慎
重
な
議
論
の
結
果「
大

原
の
家
」
が
藤
井
厚
二
賞
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
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２
０
２
５
年
藤
井
厚
二
賞 

講
評(

審
査
経
過
）

つ
見
直
し
て
議
論
し
た
結
果
、
対
象
を
「
大
原
の

家
」と「
京
北
森
林
組
合 

木
造
倉
庫
」の
２
作
品
に

絞
る
こ
と
と
し
た
。そ
こ
か
ら
の
、ど
ち
ら
を
今
年

度
の
藤
井
厚
二
賞
と
す
る
か
の
議
論
が
な
か
な
か

ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。審
査
委
員
同
士
で
推
す
作

品
が
異
な
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
何
れ
の
審
査
委

も
両
作
品
に
な
か
な
か
甲
乙
つ
け
難
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。延
々
と
議
論
し
た
後
、藤
井
厚
二
賞
の
意

義
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
、
設
計
監
理
で
の
執
着

の
成
果
が
実
際
の
建
築
の
佇
ま
い
や
内
部
空
間
に

現
れ
て
い
た
「
京
北
森
林
組
合 

木
造
倉
庫
」
以
上

に
、
道
路
で
は
な
く
地
形
に
沿
っ
て
正
方
形
平
面

の
民
家
形
式
の
建
築
を
配
置
す
る
こ
と
に
執
着
す

る
こ
と
で
新
し
い
普
遍
性
を
獲
得
し
た
「
大
原
の

家
」
こ
そ
が
藤
井
厚
二
賞
に
相
応
し
い
と
三
人
で

合
意
し
、
今
年
度
の
藤
井
厚
二
賞
を「
大
原
の
家
」

に
決
定
し
た
。

【
藤
井
厚
二
賞
】﹇
大
原
の
家
﹈

こ
の
建
築
が
建
つ
の
は
山
間
部
で
あ
る
が
、
市
街

地
か
ら
も
遠
く
な
く
、
近
年
、
少
な
く
な
い
住
宅

が
新
築
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
住
宅

の
殆
ど
が
町
家
形
式
で
建
て
ら
れ
て
い
る
。
町
家

形
式
と
は
、
道
路
に
面
し
て
建
ち
、
オ
モ
テ
と
ウ

ラ
に
開
け
て
、
側
面
が
塞
が
れ
た
形
式
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
住
宅
群
に
対
し
、「
大
原
の
家
」
で

は
民
家
形
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
民
家
形
式
と

は
、
道
路
か
ら
距
離
を
と
っ
て
建
て
ら
れ
、
矩
形

平
面
の
四
方
に
開
か
れ
た
形
式
で
あ
る
。
加
え
て

こ
の
建
築
は
、
道
路
か
ら
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
道
路
で
は
な
く
地
形
に
沿
っ
て
配

置
さ
れ
て
お
り
、
結
果
、
道
路
に
沿
っ
て
配
置
さ

れ
た
周
囲
の
住
宅
と
は
角
度
の
ず
れ
た
配
置
と

な
っ
て
い
る
。

１
階
で
は
、
正
方
形
の
平
面
形
状
の
四
方
に
下
屋

庇
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
長
方
形
の
平
面
形
状
の

一
般
的
な
民
家
以
上
に
四
方
に
開
か
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
。
道
路
か
ら
距
離
を
と
り
、
か
つ
道

路
と
は
平
行
で
な
い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
庇
下
空

間
の
先
に
も
地
面
が
拡
が
る
。
両
隣
に
近
接
し
て

建
物
が
建
つ
市
街
地
の
敷
地
と
は
異
な
る
山
間
部

の
敷
地
だ
か
ら
こ
そ
の
拡
が
り
で
あ
る
。

２
階
に
あ
が
る
と
、
高
さ
が
限
定
さ
れ
つ
つ
も
四

周
に
廻
る
水
平
横
長
窓
に
よ
り
、
周
囲
へ
の
眺
望

が
開
け
る
。
同
じ
山
で
も
距
離
の
近
い
東
側
の
山

は
原
生
林
の
よ
う
な
木
々
で
あ
り
、
距
離
の
遠
い

西
側
の
山
は
ど
こ
ま
で
も
連
な
っ
て
い
く
稜
線
で

あ
り
、こ
の
山
間
部
に
い
る
こ
と
が
実
感
さ
れ
る
。

周
囲
に
も
住
宅
は
建
ち
、
そ
の
住
宅
に
も
窓
は
あ

る
が
、
角
度
が
ず
れ
て
い
る
た
め
さ
ほ
ど
気
に
な

ら
な
い
。
２
階
に
お
い
て
も
正
方
形
の
平
面
形
状

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
し
て
比
較
的
コ
ン
パ
ク
ト
な
ス

ケ
ー
ル
だ
か
ら
こ
そ
、
一
般
的
な
民
家
以
上
に
四

方
に
開
か
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
１
階
で
は

身
体
そ
の
も
の
が
内
部
か
ら
外
部
へ
と
拡
が
り
、

２
階
で
は
身
体
の
感
覚
が
内
部
か
ら
外
部
へ
拓
け

る
。

道
路
に
沿
っ
て
長
方
形
平
面
の
町
家
形
式
の
住
宅

が
多
く
建
つ
山
間
部
で
、
た
だ
ひ
と
つ
地
形
に

沿
っ
て
正
方
形
平
面
の
民
家
形
式
で
建
て
る
こ
と

に
執
着
し
た
こ
の
建
築
に
お
い
て
は
、
こ
の
山
間

部
を
存
分
に
愉
し
め
る
居
住
空
間
が
実
現
さ
れ
て

い
る
。

﹇
京
北
森
林
組
合 

木
造
倉
庫
﹈

こ
の
建
築
は
林
業
の
復
興
が
望
ま
れ
る
京
北
町
に

あ
る
。
そ
し
て
驚
い
た
こ
と
に
、
こ
の
建
築
の
周

辺
を
見
渡
す
と
、
木
造
建
築
が
ほ
と
ん
ど
見
当
た

ら
な
い
。
町
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
ろ
う
旧

街
道
か
ら
細
い
道
を
入
っ
た
奥
の
正
面
に
こ
の
建

築
は
あ
る
。
構
造
だ
け
で
は
な
く
外
装
も
殆
ど
木

で
覆
わ
れ
た
こ
の
建
築
の
存
在
感
は
、
木
造
建
築

の
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
の
地
域
に
お
い
て
際
立
っ
て

い
る
。
聞
け
ば
隣
接
す
る
ど
こ
に
で
も
あ
り
そ
う

な
駐
車
場
と
同
様
の
形
態
に
し
た
ら
し
い
。
言
わ

れ
た
ら
全
く
そ
の
通
り
だ
が
、
言
わ
れ
る
ま
で
気

付
か
な
い
程
に
こ
の
建
築
の
佇
ま
い
は
際
立
っ
て

綺
麗
で
あ
る
。

北
山
丸
太
の
床
柱
以
外
で
の
新
し
い
使
い
方
が
未

だ
模
索
さ
れ
続
け
て
い
る
が
、
こ
の
建
築
で
の
方

杖
と
し
て
の
使
い
方
は
、
そ
の
解
の
１
つ
を
示
し

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
方
杖
に
よ
り
、
大
き

く
せ
り
出
し
た
庇
と
、
象
徴
的
な
立
面
の
正
面
性

が
獲
得
さ
れ
て
い
る
。
床
か
ら
天
井
ま
で
伸
び
る

丸
太
は
、
途
中
で
梁
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
学
生
で
も
比
較
的
容
易
に
施
工
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
採
用
さ
れ
た
工
法
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
挟
み
梁
工
法
に
よ
り
、
長
く
真
っ
直
ぐ
で
あ

る
こ
と
が
特
徴
的
な
丸
太
は
分
断
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
長
く
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
て
い
る
。

内
部
入
る
と
１
階
で
は
真
壁
の
土
壁
に
筋
交
い
や

２
０
２
４
年
12
月
12
日
、
審
査
委
員
３
名
に
よ
り

今
年
度
の
藤
井
厚
二
賞
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
議
論

を
し
、「
つ
き
ぬ
け
る
執
着
」
に
決
ま
っ
た
。
書

類
審
査
は
２
０
２
５
年
３
月
26
日
に
行
っ
た
。
審

査
委
員
の
過
半
が
現
地
審
査
の
候
補
に
挙
げ
た
作

品
に
、
各
審
査
委
員
が
ど
う
し
て
も
現
地
審
査
の

対
象
と
し
た
い
作
品
を
加
え
、
現
地
審
査
の
対
象

を
決
定
し
た
。
今
年
度
は
応
募
数
も
多
く
、
そ
し

て
実
際
に
そ
の
建
築
を
訪
れ
た
い
と
思
う
も
の
も

多
く
、
例
年
は
５
作
品
を
目
安
に
現
地
審
査
対
象

を
選
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
今
年
度
は
６
作
品

を
対
象
と
し
た
。

現
地
審
査
は
５
月
15
日
に
行
っ
た
。建
築
士
は
も

ち
ろ
ん
、
建
築
主
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
多

大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
に
対
象

の
６
建
築
を
存
分
に
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
、
場
所
を
移
し
て
藤
井
厚
二
賞
１
作
品
を

決
定
す
る
議
論
を
行
っ
た
。各
対
象
作
品
に
つ
い

て
各
審
査
委
員
が
講
評
を
述
べ
た
後
、
ま
ず
は
３

人
そ
れ
ぞ
れ
が
賞
に
推
し
た
い
作
品
を
３
つ
ず
つ

挙
げ
た
と
こ
ろ
、「
大
原
の
家
」と「
京
北
森
林
組
合 

木
造
倉
庫
」が
３
票
、「
越
後
町
の
家
」が
２
票
、「
萩

ノ
台
の
家
」が
１
票
を
獲
得
し
た
。次
に
、
そ
れ
ぞ

れ
が
挙
げ
た
３
作
品
の
中
で
特
に
藤
井
厚
二
賞
に

推
し
た
い
作
品
を
１ｰ

２
作
品
挙
げ
た
と
こ
ろ
、

「
大
原
の
家
」と「
京
北
森
林
組
合 

木
造
倉
庫
」に

票
が
集
中
し
た
。賞
の
対
象
を
こ
の
２
作
品
に
絞

る
前
に
、
そ
の
他
４
作
品
を
あ
ら
た
め
て
１
つ
ず

𩵋
谷
繁
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が
持
ち
、建
築
家
が
目
指
す
べ
き
長
持
ち
の
す
る
、

「
つ
き
ぬ
け
る
執
念
」
を
感
じ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

﹇
東
裏
辻
Ｂ
Ｌ
Ｄ
Ｇ
﹈

旧
市
街
地
型
美
観
地
区
指
定
さ
れ
た
新
旧
の
建
物

が
混
在
す
る
京
都
市
上
京
区
東
裏
辻
町
の
角
地

に
、
４
階
建
の
駐
車
場
付
き
倉
庫
を
新
築
し
、
最

上
階
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
サ
ウ
ナ
を
設
け
る
と
い
う

特
殊
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。〝
２
階
建
て
の
町
屋
が

並
ぶ
風
景
か
ら
突
出
す
る
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
単

な
る
「
不
調
和
」
で
は
な
く
、
意
図
的
な
知
覚
の

操
作
ま
で
高
め
、
周
囲
の
環
境
に
対
し
新
た
な
視

点
を
提
供
し
よ
う
と
し
た
〞
と
し
て
い
る
が
、

現
代
の
材
料
に
よ
る
屋
根
や
庇
を
法
令
に
併
せ
て

載
せ
た
だ
け
の
不
調
和
を
感
じ
ま
し
た
。
倉
庫
と

サ
ウ
ナ
だ
け
と
い
う
ガ
ラ
ス
開
口
部
を
持
た
な
い

特
殊
用
途
を
、
外
皮
で
包
み
込
む
シ
ン
プ
ル
な
構

成
で
あ
る
は
ず
が
、
杉
型
枠
の
美
し
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
ち
放
し
仕
上
げ
が
内
側
ま
で
入
り
込
ん

で
い
な
い
こ
と
も
、
釈
然
と
し
な
い
徹
底
さ
れ
て

い
な
い
印
象
が
残
り
ま
し
た
。
書
類
選
考
資
料
に

記
さ
れ
た
〝
歴
史
的
景
観
に
価
値
を
認
め
る
か

ら
こ
そ
、
高
層
化
す
る
都
市
が
町
家
の
表
層
的
模

倣
に
偏
り
が
ち
な
現
状
に
、
設
計
者
と
し
て
の
抑

え
難
い
渇
き
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
私
た
ち
に
と
っ

て
の
「
つ
き
ぬ
け
る
執
着
」〞
と
、
現
地
審
査
で

観
た
実
物
で
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
間
に
違
和

感
を
持
ち
ま
し
た
。

屋
」
と
「
四
方
に
伸
び
た
下
屋
」
に
よ
る
特
徴
的

な
外
観
と
４
つ
の
異
な
っ
た
庭
と
の
関
係
を
創
り

上
げ
て
い
ま
す
。
２
階
に
配
さ
れ
た
リ
ビ
ン
グ
／

キ
ッ
チ
ン
／
書
斎
は
、
四
面
ぐ
る
り
と
巡
ら
せ
た

横
連
窓
に
よ
り
、
大
原
の
自
然
を
３
６
０
度
切
り

取
り
室
内
に
取
り
込
む
開
放
的
な
空
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
四
方
向
全
く
同
じ
窓
と
軒
の

形
、
配
置
そ
の
も
の
も
方
位
と
関
係
づ
け
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
と
、
２
階
の
横
連
窓
が
ほ
ぼ
Ｆ
Ｉ
Ｘ

で
四
角
に
あ
る
窓
か
ら
も
あ
ま
り
風
が
入
っ
て
こ

な
い
こ
と
な
ど
、
日
射
遮
蔽
や
室
内
の
風
通
し
に

対
す
る
配
慮
が
欠
け
て
い
て
藤
井
厚
二
の
想
い
に

至
っ
て
い
な
い
こ
と
は
少
し
残
念
に
思
い
ま
し

た
。

﹇
京
北
森
林
組
合 

木
造
倉
庫
﹈　

京
北
の
林
業
施
業
の
た
め
の
資
材
倉
庫
と
車
庫
の

建
物
。
北
山
杉
の
生
産
の
中
心
地
区
で
あ
り
な
が

ら
、
周
囲
に
あ
る
既
存
の
資
材
倉
庫
は
鉄
骨
造
・

ス
レ
ー
ト
や
鉄
板
葺
き
で
、
ど
う
し
て
こ
う
し
た

地
場
産
の
杉
を
使
っ
た
建
物
が
今
ま
で
な
か
っ
た

の
か
不
思
議
な
く
ら
い
で
す
。
設
計
、
施
工
の
プ

ロ
セ
ス
の
観
点
か
ら
、
架
構
材
の
多
く
を
サ
イ
ズ

が
大
き
い
た
め
に
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
木
材
倉

庫
に
長
く
残
る
在
庫
材
を
利
用
し
、
地
元
の
大
工

棟
梁
の
工
務
店
が
請
負
い
、
大
工
工
事
の
サ
ポ
ー

ト
と
し
て
京
都
市
内
の
建
築
専
門
学
校
学
生
大
工

チ
ー
ム
の
育
成
も
兼
ね
た
点
も
、
こ
れ
か
ら
の
大

工
育
成
へ
の
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま

す
。
前
面
道
路
か
ら
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
７

本
並
ん
だ
磨
き
丸
太
方
杖
と
挟
み
梁
に
よ
る
フ
ァ

サ
ー
ド
は
、
資
材
倉
庫
と
車
庫
と
い
う
機
能
を
越

え
て
こ
の
地
区
の
林
業
を
象
徴
す
る
ア
イ
コ
ン
と

な
る
木
造
建
築
と
し
て
美
し
く
自
立
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
地
域
に
拓
か
れ
た
オ
ー
プ
ン
な
施
設

と
し
て
よ
り
積
極
的
に
活
用
さ
れ
地
域
に
溶
け
込

ん
で
い
く
こ
と
も
期
待
し
た
い
で
す
。

﹇
萩
ノ
台
の
住
処
﹈

京
都
市
左
京
区
岩
倉
に
50
年
程
前
に
建
て
ら
れ
た

木
造
住
宅
を
、
設
計
者
の
自
邸
兼
事
務
所
に
改
修

し
住
み
継
ぐ
計
画
。

山
地
を
開
発
し
た
前
面
で
道
路
か
ら
谷
ま
で
の
落

差
約
10
メ
ー
ト
ル
の
傾
斜
地
を
生
か
し
た
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
住
宅
に
対
し
て
、設
計
者
は
、〝
斜
面
に

対
す
る
建
築
の
建
ち
方
に
は
、
こ
の
建
築
単
体
と

い
う
よ
り
は
斜
面
に
建
つ
建
築
に
共
通
す
る
タ
イ

ポ
ロ
ジ
ー
が
よ
み
と
れ
、
設
計
し
た
誰
か
の
知
性

が
明
確
に
感
じ
ら
れ
る
と
同
時
に
大
い
に
共
感
〞

し
、〝
こ
の
建
築
に
宿
っ
て
い
る
知
性
に
執
着
し
、

受
け
継
い
で
自
分
た
ち
が
生
き
る
場
所
と
し
て
再

構
築
〞
し
た
と
し
て
い
ま
す
。 

そ
う
し
た
想
い
を

現
地
で
確
か
め
た
い
と
期
待
を
持
っ
て
現
地
審
査

に
赴
き
ま
し
た
。 

確
か
に
木
の
質
感
を
大
切
に
し

て
丁
寧
に
施
さ
れ
た
改
修
は
見
事
な
住
ま
い
と
職

場
の
融
合
し
た
上
質
な
空
間
に
仕
上
が
っ
て
い
ま

し
た
が
、空
き
家
に
な
っ
て
傷
ん
で
い
た
住
宅
は
、

お
そ
ら
く
元
々
こ
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
か
し
た

質
の
高
い
空
間
を
持
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。 

今

回
の
改
修
が
、
よ
り
高
い
ま
さ
に 「
つ
き
ぬ
け
る

執
着
」
ま
で
到
達
で
き
て
い
る
と
は
実
感
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

﹇
越
後
町
の
家
ー
路
地
を
抜
く
家
ー
﹈

既
存
木
造
の
水
平
耐
力
を
補
う
柔
ら
か
い
構
造

補
強
と
し
て
通
り
庭
沿
い
に
設
け
ら
れ
た
屋
根

ま
で
達
す
る
鉄
製
の
梯
子
状
フ
レ
ー
ム
に
よ
り
、

今
ま
で
の
町
家
の
改
修
の
レ
ベ
ル
を
超
え
た
通

り
土
間
に
立
体
的
で
豊
か
な
内
部
空
間
を
生
み

出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、〝
奥

の
庭
は
作
業
場
へ
と
続
き
、
東
隣
の
路
地
と
鉄

扉
で
繋
が
る
。
こ
れ
ら
の
周
辺
環
境
の
み
ち
の

空
間
体
験
を
建
築
内
部
に
も
引
き
込
む
こ
と
で

「
町
」
と
「
家
」
の
境
界
の
よ
う
な
も
の
を
取
り

除
こ
う
と
考
え
た
。〞
と
の
設
計
意
図
が
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
恵
ま
れ
た
中
京
区
越
後
町

の
立
地
を
十
分
に
生
か
し
き
れ
て
は
い
な
い
と
思

い
ま
し
た
。「
家
」
が
「
町
」
に
接
す
る
通
り
に

面
し
た
フ
ァ
サ
ー
ド
の
在
り
方
で
す
が
、
六
角
通

り
に
面
し
た
入
り
口
の
引
き
戸
と
１
、
２
階
の
寝

室
の
窓
が
単
な
る
擦
り
ガ
ラ
ス
の
ア
ル
ミ
サ
ッ

シ
ュ
で
あ
り
、
奥
の
続
き
の
飛
び
地
が
東
側
の
路

地
に
面
す
る
フ
ァ
サ
ー
ド
も
素
っ
気
な
い
開
き
戸

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
障
子
を
通
し
た
灯
り
が
漏

れ
落
ち
、
う
ち
と
そ
と
を
繋
ぐ
日
本
の
風
景
を
大

事
に
し
た
藤
井
厚
二
の
想
い
に
至
っ
て
い
な
い
こ

と
が
残
念
で
す
。

﹇
熊
間
﹈

Ｊ
Ｒ
の
二
条
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
石
畳
の
露
路
に
面

し
て
立
ち
並
ぶ
２
階
建
て
の
長
屋
の
一
軒
を
改
装

し
た
住
居
兼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。「
自
分
が
住
ん
で
い

る
長
屋
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
展
示
で
き
る
空
間
を

つ
く
り
た
い
」と
の
家
主
の
想
い
に
応
え
る
べ
く
、

年
に
数
回
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
建
築
家
、写
真
家
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
の
展
示
を
行
い
な
が
ら
、
そ
れ

を
き
っ
か
け
に
住
み
な
が
ら
改
修
を
し
続
け
る
極

め
て
挑
戦
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
書
類
選
考
資
料

の
写
真
か
ら
は
、
露
地
に
面
し
た
約
１
０
０
年
前

に
建
て
ら
れ
た
長
屋
の
ひ
と
つ
を
セ
ル
フ
ビ
ル
ド

で
改
装
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
街
に
開
か
れ
た
い
き

い
き
と
し
た
空
間
へ
と
転
換
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

魅
力
を
感
じ
、
現
地
審
査
に
赴
き
ま
し
た
が
、
確

か
に
面
白
い
取
り
組
み
で
は
あ
る
も
の
の
、
ロ
ー

コ
ス
ト
と
は
い
え
、
あ
ま
り
に
粗
雑
な
デ
ィ
テ
ー

ル
と
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
的
な
感
覚
に
、
建
築

﹇
越
後
町
の
家
ー
路
地
を
抜
く
家
ー
﹈

オ
モ
テ
と
ウ
ラ
を
平
面
的
に
繋
ぐ
通
り
土
間
。
黒

光
り
す
る
床
面
が
裏
庭
か
ら
の
光
を
反
射
し
、
人

の
意
識
を
奥
へ
と
誘
う
。
土
間
中
央
の
吹
き
抜
け

を
見
上
げ
る
と
、
頭
上
の
天
窓
か
ら
注
ぐ
限
定
的

な
陽
光
に
よ
っ
て
上
方
へ
と
意
識
が
向
か
う
。

通
り
土
間
の
立
面
一
杯
に
、
軽
や
か
な
鋼
製
フ

レ
ー
ム
が
架
け
ら
れ
て
い
る
。
水
平
耐
力
要
素
を

担
う
こ
の
フ
レ
ー
ム
が
作
る
反
復
の
リ
ズ
ム
が
、

水
平・垂
直
と
も
に
空
間
の
奥
行
き
を
強
調
す
る
。

フ
レ
ー
ム
が
も
た
ら
す
奥
行
き
効
果
に
よ
っ
て
、

通
り
土
間
は
膨
張
し
、
内
部
空
間
全
体
に
実
際
の

気
積
以
上
の
広
が
り
が
生
ま
れ
る
。

﹇
京
北
森
林
組
合 

木
造
倉
庫
﹈

衰
退
す
る
地
場
の
林
業
を
い
か
に
継
承
し
て
い
く

か
。
地
域
の
手
を
借
り
な
が
ら
、
学
生
も
巻
き
込

ん
で
進
め
ら
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
と
も
す
れ
ば

ウ
ェ
ッ
ト
な
話
に
終
始
し
て
し
ま
い
が
ち
な
与
件

に
対
し
、
あ
く
ま
で
も
そ
こ
で
生
ま
れ
た
状
況
を

建
築
表
現
に
昇
華
さ
せ
よ
う
と
す
る
態
度
が
、
構

造
形
式
か
ら
細
か
い
造
作
ま
で
、
隅
々
に
行
き

渡
っ
て
い
る
。

片
流
れ
の
屋
根
が
作
る
大
き
な
立
面
は
、
通
り
に

対
し
て
奥
ま
っ
た
敷
地
に
建
ち
な
が
ら
「
こ
こ
に

居
る
ぞ
」
と
表
明
す
る
建
築
の
声
だ
。
背
の
低
い

反
対
側
の
フ
ァ
サ
ー
ド
は
、
背
後
を
流
れ
る
川
向

か
い
に
対
し
て
の
静
的
な
佇
ま
い
を
生
む
。
周
囲

の
ど
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
も
裏
と
し
て
扱
わ
ず
に
関

係
を
取
り
結
ぼ
う
と
す
る
、
建
築
家
の
意
思
が
そ

こ
に
見
て
取
れ
る
。

【
藤
井
厚
二
賞
】﹇
大
原
の
家
﹈

敷
地
形
状
に
対
し
て
45
度
回
転
さ
せ
た
シ
ン
プ
ル

な
矩
形
を
ベ
ー
ス
と
し
た
平
面
。

１
階
で
は
４
つ
の
窓
辺
が
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を
含
む

４
つ
の
小
さ
な
庭
と
の
親
密
な
関
係
を
作
っ
て
い

る
。
２
階
で
は
四
周
ぐ
る
り
と
開
口
が
配
さ
れ
、

室
内
を
歩
き
回
っ
て
い
る
時
に
は
、
視
界
は
山
裾

で
囲
わ
れ
た
眼
下
の
集
落
を
捉
え
て
い
る
が
、
腰

を
落
ち
着
け
る
と
、
一
転
し
て
遠
く
の
山
並
み
お

よ
び
上
空
へ
と
視
線
の
距
離
が
延
び
る
。

絶
妙
に
設
定
さ
れ
た
開
口
部
の
高
さ
寸
法
に
よ
っ

て
、
立
つ
・
座
る
と
い
う
基
本
的
な
動
作
に
応
じ

て
、
意
識
の
捉
え
る
領
域
が
変
化
す
る
。
居
心
地

の
良
い
内
部
空
間
に
居
な
が
ら
に
し
て
、
外
部
に

向
か
っ
て
意
識
が
ど
こ
ま
で
も
広
が
っ
て
い
く
よ

う
な
感
覚
に
包
ま
れ
る
。

訪
れ
た
全
６
作
品
の
う
ち
、
上
記
３
作
品
が
特
に

印
象
深
か
っ
た
。
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
建

築
が
そ
の
内
に
抱
え
る
空
間
の
質
の
み
な
ら
ず
、

そ
れ
単
体
で
完
結
す
る
こ
と
な
く
、
よ
り
大
き
な

何
か
と
繋
が
っ
て
い
こ
う
と
す
る
建
築
家
の
意

志
、
つ
ま
り
執
着
の
存
在
で
あ
っ
た
と
思
う
。

建
築
は
、そ
の
内
に
抱
え
る
空
間
を
作
る
こ
と
で
、

宿
命
的
に
内
部
と
外
部
の
境
界
を
生
み
出
す
。
し

か
し
、
壁
に
囲
わ
れ
た
り
、
そ
の
壁
に
窓
が
穿
た

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
周
囲
に
広
が
る
風
景
に
意

識
的
に
な
っ
た
り
、
再
び
外
に
出
た
あ
と
の
体
験

が
こ
れ
ま
で
と
違
っ
て
感
じ
ら
れ
た
り
す
る
。

つ
ま
り
、
境
界
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な

周
縁
と
の
つ
な
が
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
向
か
う

広
が
り
を
獲
得
す
る
の
だ
。

そ
し
て
、
だ
か
ら
こ
そ
、
ど
れ
だ
け
大
き
な
周
辺

環
境
（
そ
れ
は
、
物
理
的
な
空
間
の
場
合
も
、
歴

史
性
、
つ
ま
り
時
間
の
場
合
も
、
あ
る
い
は
人
の

内
面
に
広
が
る
精
神
世
界
の
場
合
も
あ
る
だ
ろ

う
）
と
の
関
係
を
構
築
し
て
い
け
る
か
、
と
い
う

点
が
、
一
つ
の
小
さ
な
建
築
に
と
っ
て
の
重
要
な

価
値
基
準
に
も
な
る
は
ず
だ
。

そ
ん
な
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
現
地
審

査
で
あ
っ
た
。
現
地
審
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

建
築
家
の
皆
さ
ま
、
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
ま

し
て
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
藤
井
厚
二
賞
」
も
回
を
重
ね
て
第
10
回
目
。
審

査
員
は
１
年
限
り
と
思
っ
て
い
た
の
に
思
わ
ず
昨

年
に
引
き
続
き
審
査
員
を
指
名
さ
れ
、
こ
の
賞
の

受
賞
者
で
建
築
家
の
𩵋
谷
繁
礼
さ
ん
と
服
部
大
祐

さ
ん
と
一
緒
に
審
査
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。２
０
２
４
年
12
月
に
審
査
員
３
人
が
集
合
、

私
か
ら
お
二
人
に
最
近
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ

た
藤
井
厚
二
が
追
及
し
た
日
本
の
住
宅
と
言
う
考

え
方
と
、
新
し
い
普
通
を
作
る
た
め
の
新
し
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
た
住
宅
創
り
に
つ
い
て
紹
介
、

テ
ー
マ
設
定
の
た
め
の
議
論
の
末
に
今
年
の
テ
ー

マ
を
「
つ
き
ぬ
け
る
執
着
」
と
し
ま
し
た
。

【
藤
井
厚
二
賞
】﹇
大
原
の
家
﹈

大
原
の
伝
統
的
な
民
家
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
受
け
継

ぎ
つ
つ
も
、
伝
統
の
殻
を
突
き
抜
け
ら
れ
る
よ
う

な
、
現
代
の
大
原
の
環
境
に
相
応
し
い
住
宅
の
プ

ロ
ト
タ
イ
プ
の
提
示
と
い
う
設
計
意
図
の
も
と
、

周
囲
の
自
然
と
一
体
化
で
き
る
木
の
ぬ
く
も
り
に

包
ま
れ
た
豊
か
な
住
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
地
域
の
「
道
路
に
面
し
て
下
屋
を
設
け

る
」
と
い
う
厳
し
い
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ド
に
定
め
ら

れ
た
条
件
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
捉
え
な
お
し
、さ
ら
に
、

前
面
道
路
に
対
し
て
平
面
を
45
度
傾
け
る
こ
と
に

よ
り
、「
切
り
妻
屋
根
を
載
せ
た
二
階
建
て
の
母

鋼
製
ブ
レ
ー
ス
や
モ
ル
タ
ル
や
木
毛
セ
メ
ン
ト
板

の
仕
上
げ
が
混
ざ
る
が
、
新
旧
が
混
ざ
っ
て
い
る

よ
う
な
感
じ
で
は
な
く
、伝
統
的
で
も
、現
代
的
で

も
な
い
空
間
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。２
階
の
大
部

分
は
木
で
仕
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
片
流
れ
の
低
い

方
の
天
井
高
は
相
当
低
く
壁
の
開
口
も
殆
ど
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
か
ら
大
量
に

採
り
込
ま
れ
る
光
に
よ
り
と
て
も
爽
や
か
で
明
る

く
て
開
放
的
な
空
間
で
あ
る
。

こ
の
建
築
の
周
囲
を
廻
る
と
、
裏
側
の
一
層
部
の

２
つ
の
開
口
の
間
に
、
目
地
の
よ
う
に
木
の
桟
の

よ
う
な
も
の
が
打
た
れ
て
い
る
。こ
れ
は
学
生
が

切
り
損
ね
た
結
果
発
生
し
た
端
材
を
無
駄
に
し
な

い
た
め
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
敢
え
て
突
き
付
け
ず

に
、目
地
で
縁
を
切
っ
た
ら
し
い
。こ
の
た
め
に
設

計
者
自
ら
材
を
並
べ
、
ど
の
材
を
ど
こ
に
使
用
す

る
か
の
検
討
な
ど
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
周
卓
の
結
果
、
木
材
が
突
き
付
け
ら

れ
た
箇
所
は
な
く
、
そ
し
て
裏
側
の
立
面
も
た
だ

の
裏
側
で
は
な
く
、
裏
側
ら
し
い
正
面
性
の
よ
う

な
も
の
を
獲
得
し
て
い
る
。そ
の
他
に
も
、限
ら
れ

た
材
や
熟
練
さ
れ
て
い
な
い
施
工
技
術
に
対
し

て
、諦
め
る
の
で
は
な
く
、設
計
や
監
理
に
お
い
て

執
着
し
考
え
抜
か
れ
た
結
果
、
か
え
っ
て
よ
り
一

層
洗
練
さ
れ
た
建
築
が
実
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

建
築
に
よ
り
地
域
に
お
け
る
木
材
利
用
が
広
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
事
例
は
枚
挙
に
暇
が

な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
期
待
に
こ
の
建
築

ほ
ど
応
え
ら
れ
た
も
の
は
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。こ
の
建
築
が
現
れ
た
こ

と
が
、
ま
ず
は
こ
の
地
域
で
こ
そ
木
造
建
築
が
見

直
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
し
、
実
際

に
木
の
建
築
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

服
部
大
祐

松
隈
章
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が
持
ち
、建
築
家
が
目
指
す
べ
き
長
持
ち
の
す
る
、

「
つ
き
ぬ
け
る
執
念
」
を
感
じ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

﹇
東
裏
辻
Ｂ
Ｌ
Ｄ
Ｇ
﹈

旧
市
街
地
型
美
観
地
区
指
定
さ
れ
た
新
旧
の
建
物

が
混
在
す
る
京
都
市
上
京
区
東
裏
辻
町
の
角
地

に
、
４
階
建
の
駐
車
場
付
き
倉
庫
を
新
築
し
、
最

上
階
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
サ
ウ
ナ
を
設
け
る
と
い
う

特
殊
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。〝
２
階
建
て
の
町
屋
が

並
ぶ
風
景
か
ら
突
出
す
る
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
単

な
る
「
不
調
和
」
で
は
な
く
、
意
図
的
な
知
覚
の

操
作
ま
で
高
め
、
周
囲
の
環
境
に
対
し
新
た
な
視

点
を
提
供
し
よ
う
と
し
た
〞
と
し
て
い
る
が
、

現
代
の
材
料
に
よ
る
屋
根
や
庇
を
法
令
に
併
せ
て

載
せ
た
だ
け
の
不
調
和
を
感
じ
ま
し
た
。
倉
庫
と

サ
ウ
ナ
だ
け
と
い
う
ガ
ラ
ス
開
口
部
を
持
た
な
い

特
殊
用
途
を
、
外
皮
で
包
み
込
む
シ
ン
プ
ル
な
構

成
で
あ
る
は
ず
が
、
杉
型
枠
の
美
し
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
ち
放
し
仕
上
げ
が
内
側
ま
で
入
り
込
ん

で
い
な
い
こ
と
も
、
釈
然
と
し
な
い
徹
底
さ
れ
て

い
な
い
印
象
が
残
り
ま
し
た
。
書
類
選
考
資
料
に

記
さ
れ
た
〝
歴
史
的
景
観
に
価
値
を
認
め
る
か

ら
こ
そ
、
高
層
化
す
る
都
市
が
町
家
の
表
層
的
模

倣
に
偏
り
が
ち
な
現
状
に
、
設
計
者
と
し
て
の
抑

え
難
い
渇
き
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
私
た
ち
に
と
っ

て
の
「
つ
き
ぬ
け
る
執
着
」〞
と
、
現
地
審
査
で

観
た
実
物
で
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
間
に
違
和

感
を
持
ち
ま
し
た
。

屋
」
と
「
四
方
に
伸
び
た
下
屋
」
に
よ
る
特
徴
的

な
外
観
と
４
つ
の
異
な
っ
た
庭
と
の
関
係
を
創
り

上
げ
て
い
ま
す
。
２
階
に
配
さ
れ
た
リ
ビ
ン
グ
／

キ
ッ
チ
ン
／
書
斎
は
、
四
面
ぐ
る
り
と
巡
ら
せ
た

横
連
窓
に
よ
り
、
大
原
の
自
然
を
３
６
０
度
切
り

取
り
室
内
に
取
り
込
む
開
放
的
な
空
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
四
方
向
全
く
同
じ
窓
と
軒
の

形
、
配
置
そ
の
も
の
も
方
位
と
関
係
づ
け
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
と
、
２
階
の
横
連
窓
が
ほ
ぼ
Ｆ
Ｉ
Ｘ

で
四
角
に
あ
る
窓
か
ら
も
あ
ま
り
風
が
入
っ
て
こ

な
い
こ
と
な
ど
、
日
射
遮
蔽
や
室
内
の
風
通
し
に

対
す
る
配
慮
が
欠
け
て
い
て
藤
井
厚
二
の
想
い
に

至
っ
て
い
な
い
こ
と
は
少
し
残
念
に
思
い
ま
し

た
。

﹇
京
北
森
林
組
合 

木
造
倉
庫
﹈　

京
北
の
林
業
施
業
の
た
め
の
資
材
倉
庫
と
車
庫
の

建
物
。
北
山
杉
の
生
産
の
中
心
地
区
で
あ
り
な
が

ら
、
周
囲
に
あ
る
既
存
の
資
材
倉
庫
は
鉄
骨
造
・

ス
レ
ー
ト
や
鉄
板
葺
き
で
、
ど
う
し
て
こ
う
し
た

地
場
産
の
杉
を
使
っ
た
建
物
が
今
ま
で
な
か
っ
た

の
か
不
思
議
な
く
ら
い
で
す
。
設
計
、
施
工
の
プ

ロ
セ
ス
の
観
点
か
ら
、
架
構
材
の
多
く
を
サ
イ
ズ

が
大
き
い
た
め
に
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
木
材
倉

庫
に
長
く
残
る
在
庫
材
を
利
用
し
、
地
元
の
大
工

棟
梁
の
工
務
店
が
請
負
い
、
大
工
工
事
の
サ
ポ
ー

ト
と
し
て
京
都
市
内
の
建
築
専
門
学
校
学
生
大
工

チ
ー
ム
の
育
成
も
兼
ね
た
点
も
、
こ
れ
か
ら
の
大

工
育
成
へ
の
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま

す
。
前
面
道
路
か
ら
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
７

本
並
ん
だ
磨
き
丸
太
方
杖
と
挟
み
梁
に
よ
る
フ
ァ

サ
ー
ド
は
、
資
材
倉
庫
と
車
庫
と
い
う
機
能
を
越

え
て
こ
の
地
区
の
林
業
を
象
徴
す
る
ア
イ
コ
ン
と

な
る
木
造
建
築
と
し
て
美
し
く
自
立
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
地
域
に
拓
か
れ
た
オ
ー
プ
ン
な
施
設

と
し
て
よ
り
積
極
的
に
活
用
さ
れ
地
域
に
溶
け
込

ん
で
い
く
こ
と
も
期
待
し
た
い
で
す
。

﹇
萩
ノ
台
の
住
処
﹈

京
都
市
左
京
区
岩
倉
に
50
年
程
前
に
建
て
ら
れ
た

木
造
住
宅
を
、
設
計
者
の
自
邸
兼
事
務
所
に
改
修

し
住
み
継
ぐ
計
画
。

山
地
を
開
発
し
た
前
面
で
道
路
か
ら
谷
ま
で
の
落

差
約
10
メ
ー
ト
ル
の
傾
斜
地
を
生
か
し
た
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
住
宅
に
対
し
て
、設
計
者
は
、〝
斜
面
に

対
す
る
建
築
の
建
ち
方
に
は
、
こ
の
建
築
単
体
と

い
う
よ
り
は
斜
面
に
建
つ
建
築
に
共
通
す
る
タ
イ

ポ
ロ
ジ
ー
が
よ
み
と
れ
、
設
計
し
た
誰
か
の
知
性

が
明
確
に
感
じ
ら
れ
る
と
同
時
に
大
い
に
共
感
〞

し
、〝
こ
の
建
築
に
宿
っ
て
い
る
知
性
に
執
着
し
、

受
け
継
い
で
自
分
た
ち
が
生
き
る
場
所
と
し
て
再

構
築
〞
し
た
と
し
て
い
ま
す
。 

そ
う
し
た
想
い
を

現
地
で
確
か
め
た
い
と
期
待
を
持
っ
て
現
地
審
査

に
赴
き
ま
し
た
。 
確
か
に
木
の
質
感
を
大
切
に
し

て
丁
寧
に
施
さ
れ
た
改
修
は
見
事
な
住
ま
い
と
職

場
の
融
合
し
た
上
質
な
空
間
に
仕
上
が
っ
て
い
ま

し
た
が
、空
き
家
に
な
っ
て
傷
ん
で
い
た
住
宅
は
、

お
そ
ら
く
元
々
こ
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
か
し
た

質
の
高
い
空
間
を
持
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。 

今

回
の
改
修
が
、
よ
り
高
い
ま
さ
に 「
つ
き
ぬ
け
る

執
着
」
ま
で
到
達
で
き
て
い
る
と
は
実
感
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

﹇
越
後
町
の
家
ー
路
地
を
抜
く
家
ー
﹈

既
存
木
造
の
水
平
耐
力
を
補
う
柔
ら
か
い
構
造

補
強
と
し
て
通
り
庭
沿
い
に
設
け
ら
れ
た
屋
根

ま
で
達
す
る
鉄
製
の
梯
子
状
フ
レ
ー
ム
に
よ
り
、

今
ま
で
の
町
家
の
改
修
の
レ
ベ
ル
を
超
え
た
通

り
土
間
に
立
体
的
で
豊
か
な
内
部
空
間
を
生
み

出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、〝
奥

の
庭
は
作
業
場
へ
と
続
き
、
東
隣
の
路
地
と
鉄

扉
で
繋
が
る
。
こ
れ
ら
の
周
辺
環
境
の
み
ち
の

空
間
体
験
を
建
築
内
部
に
も
引
き
込
む
こ
と
で

「
町
」
と
「
家
」
の
境
界
の
よ
う
な
も
の
を
取
り

除
こ
う
と
考
え
た
。〞
と
の
設
計
意
図
が
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
恵
ま
れ
た
中
京
区
越
後
町

の
立
地
を
十
分
に
生
か
し
き
れ
て
は
い
な
い
と
思

い
ま
し
た
。「
家
」
が
「
町
」
に
接
す
る
通
り
に

面
し
た
フ
ァ
サ
ー
ド
の
在
り
方
で
す
が
、
六
角
通

り
に
面
し
た
入
り
口
の
引
き
戸
と
１
、
２
階
の
寝

室
の
窓
が
単
な
る
擦
り
ガ
ラ
ス
の
ア
ル
ミ
サ
ッ

シ
ュ
で
あ
り
、
奥
の
続
き
の
飛
び
地
が
東
側
の
路

地
に
面
す
る
フ
ァ
サ
ー
ド
も
素
っ
気
な
い
開
き
戸

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
障
子
を
通
し
た
灯
り
が
漏

れ
落
ち
、
う
ち
と
そ
と
を
繋
ぐ
日
本
の
風
景
を
大

事
に
し
た
藤
井
厚
二
の
想
い
に
至
っ
て
い
な
い
こ

と
が
残
念
で
す
。

﹇
熊
間
﹈

Ｊ
Ｒ
の
二
条
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
石
畳
の
露
路
に
面

し
て
立
ち
並
ぶ
２
階
建
て
の
長
屋
の
一
軒
を
改
装

し
た
住
居
兼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。「
自
分
が
住
ん
で
い

る
長
屋
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
展
示
で
き
る
空
間
を

つ
く
り
た
い
」と
の
家
主
の
想
い
に
応
え
る
べ
く
、

年
に
数
回
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
建
築
家
、写
真
家
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
の
展
示
を
行
い
な
が
ら
、
そ
れ

を
き
っ
か
け
に
住
み
な
が
ら
改
修
を
し
続
け
る
極

め
て
挑
戦
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
書
類
選
考
資
料

の
写
真
か
ら
は
、
露
地
に
面
し
た
約
１
０
０
年
前

に
建
て
ら
れ
た
長
屋
の
ひ
と
つ
を
セ
ル
フ
ビ
ル
ド

で
改
装
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
街
に
開
か
れ
た
い
き

い
き
と
し
た
空
間
へ
と
転
換
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

魅
力
を
感
じ
、
現
地
審
査
に
赴
き
ま
し
た
が
、
確

か
に
面
白
い
取
り
組
み
で
は
あ
る
も
の
の
、
ロ
ー

コ
ス
ト
と
は
い
え
、
あ
ま
り
に
粗
雑
な
デ
ィ
テ
ー

ル
と
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
的
な
感
覚
に
、
建
築

﹇
越
後
町
の
家
ー
路
地
を
抜
く
家
ー
﹈

オ
モ
テ
と
ウ
ラ
を
平
面
的
に
繋
ぐ
通
り
土
間
。
黒

光
り
す
る
床
面
が
裏
庭
か
ら
の
光
を
反
射
し
、
人

の
意
識
を
奥
へ
と
誘
う
。
土
間
中
央
の
吹
き
抜
け

を
見
上
げ
る
と
、
頭
上
の
天
窓
か
ら
注
ぐ
限
定
的

な
陽
光
に
よ
っ
て
上
方
へ
と
意
識
が
向
か
う
。

通
り
土
間
の
立
面
一
杯
に
、
軽
や
か
な
鋼
製
フ

レ
ー
ム
が
架
け
ら
れ
て
い
る
。
水
平
耐
力
要
素
を

担
う
こ
の
フ
レ
ー
ム
が
作
る
反
復
の
リ
ズ
ム
が
、

水
平・垂
直
と
も
に
空
間
の
奥
行
き
を
強
調
す
る
。

フ
レ
ー
ム
が
も
た
ら
す
奥
行
き
効
果
に
よ
っ
て
、

通
り
土
間
は
膨
張
し
、
内
部
空
間
全
体
に
実
際
の

気
積
以
上
の
広
が
り
が
生
ま
れ
る
。

﹇
京
北
森
林
組
合 

木
造
倉
庫
﹈

衰
退
す
る
地
場
の
林
業
を
い
か
に
継
承
し
て
い
く

か
。
地
域
の
手
を
借
り
な
が
ら
、
学
生
も
巻
き
込

ん
で
進
め
ら
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
と
も
す
れ
ば

ウ
ェ
ッ
ト
な
話
に
終
始
し
て
し
ま
い
が
ち
な
与
件

に
対
し
、
あ
く
ま
で
も
そ
こ
で
生
ま
れ
た
状
況
を

建
築
表
現
に
昇
華
さ
せ
よ
う
と
す
る
態
度
が
、
構

造
形
式
か
ら
細
か
い
造
作
ま
で
、
隅
々
に
行
き

渡
っ
て
い
る
。

片
流
れ
の
屋
根
が
作
る
大
き
な
立
面
は
、
通
り
に

対
し
て
奥
ま
っ
た
敷
地
に
建
ち
な
が
ら
「
こ
こ
に

居
る
ぞ
」
と
表
明
す
る
建
築
の
声
だ
。
背
の
低
い

反
対
側
の
フ
ァ
サ
ー
ド
は
、
背
後
を
流
れ
る
川
向

か
い
に
対
し
て
の
静
的
な
佇
ま
い
を
生
む
。
周
囲

の
ど
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
も
裏
と
し
て
扱
わ
ず
に
関

係
を
取
り
結
ぼ
う
と
す
る
、
建
築
家
の
意
思
が
そ

こ
に
見
て
取
れ
る
。

【
藤
井
厚
二
賞
】﹇
大
原
の
家
﹈

敷
地
形
状
に
対
し
て
45
度
回
転
さ
せ
た
シ
ン
プ
ル

な
矩
形
を
ベ
ー
ス
と
し
た
平
面
。

１
階
で
は
４
つ
の
窓
辺
が
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を
含
む

４
つ
の
小
さ
な
庭
と
の
親
密
な
関
係
を
作
っ
て
い

る
。
２
階
で
は
四
周
ぐ
る
り
と
開
口
が
配
さ
れ
、

室
内
を
歩
き
回
っ
て
い
る
時
に
は
、
視
界
は
山
裾

で
囲
わ
れ
た
眼
下
の
集
落
を
捉
え
て
い
る
が
、
腰

を
落
ち
着
け
る
と
、
一
転
し
て
遠
く
の
山
並
み
お

よ
び
上
空
へ
と
視
線
の
距
離
が
延
び
る
。

絶
妙
に
設
定
さ
れ
た
開
口
部
の
高
さ
寸
法
に
よ
っ

て
、
立
つ
・
座
る
と
い
う
基
本
的
な
動
作
に
応
じ

て
、
意
識
の
捉
え
る
領
域
が
変
化
す
る
。
居
心
地

の
良
い
内
部
空
間
に
居
な
が
ら
に
し
て
、
外
部
に

向
か
っ
て
意
識
が
ど
こ
ま
で
も
広
が
っ
て
い
く
よ

う
な
感
覚
に
包
ま
れ
る
。

訪
れ
た
全
６
作
品
の
う
ち
、
上
記
３
作
品
が
特
に

印
象
深
か
っ
た
。
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
建

築
が
そ
の
内
に
抱
え
る
空
間
の
質
の
み
な
ら
ず
、

そ
れ
単
体
で
完
結
す
る
こ
と
な
く
、
よ
り
大
き
な

何
か
と
繋
が
っ
て
い
こ
う
と
す
る
建
築
家
の
意

志
、
つ
ま
り
執
着
の
存
在
で
あ
っ
た
と
思
う
。

建
築
は
、そ
の
内
に
抱
え
る
空
間
を
作
る
こ
と
で
、

宿
命
的
に
内
部
と
外
部
の
境
界
を
生
み
出
す
。
し

か
し
、
壁
に
囲
わ
れ
た
り
、
そ
の
壁
に
窓
が
穿
た

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
周
囲
に
広
が
る
風
景
に
意

識
的
に
な
っ
た
り
、
再
び
外
に
出
た
あ
と
の
体
験

が
こ
れ
ま
で
と
違
っ
て
感
じ
ら
れ
た
り
す
る
。

つ
ま
り
、
境
界
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な

周
縁
と
の
つ
な
が
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
向
か
う

広
が
り
を
獲
得
す
る
の
だ
。

そ
し
て
、
だ
か
ら
こ
そ
、
ど
れ
だ
け
大
き
な
周
辺

環
境
（
そ
れ
は
、
物
理
的
な
空
間
の
場
合
も
、
歴

史
性
、
つ
ま
り
時
間
の
場
合
も
、
あ
る
い
は
人
の

内
面
に
広
が
る
精
神
世
界
の
場
合
も
あ
る
だ
ろ

う
）
と
の
関
係
を
構
築
し
て
い
け
る
か
、
と
い
う

点
が
、
一
つ
の
小
さ
な
建
築
に
と
っ
て
の
重
要
な

価
値
基
準
に
も
な
る
は
ず
だ
。

そ
ん
な
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
現
地
審

査
で
あ
っ
た
。
現
地
審
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

建
築
家
の
皆
さ
ま
、
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
ま

し
て
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
藤
井
厚
二
賞
」
も
回
を
重
ね
て
第
10
回
目
。
審

査
員
は
１
年
限
り
と
思
っ
て
い
た
の
に
思
わ
ず
昨

年
に
引
き
続
き
審
査
員
を
指
名
さ
れ
、
こ
の
賞
の

受
賞
者
で
建
築
家
の
𩵋
谷
繁
礼
さ
ん
と
服
部
大
祐

さ
ん
と
一
緒
に
審
査
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。２
０
２
４
年
12
月
に
審
査
員
３
人
が
集
合
、

私
か
ら
お
二
人
に
最
近
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ

た
藤
井
厚
二
が
追
及
し
た
日
本
の
住
宅
と
言
う
考

え
方
と
、
新
し
い
普
通
を
作
る
た
め
の
新
し
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
た
住
宅
創
り
に
つ
い
て
紹
介
、

テ
ー
マ
設
定
の
た
め
の
議
論
の
末
に
今
年
の
テ
ー

マ
を
「
つ
き
ぬ
け
る
執
着
」
と
し
ま
し
た
。

【
藤
井
厚
二
賞
】﹇
大
原
の
家
﹈

大
原
の
伝
統
的
な
民
家
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
受
け
継

ぎ
つ
つ
も
、
伝
統
の
殻
を
突
き
抜
け
ら
れ
る
よ
う

な
、
現
代
の
大
原
の
環
境
に
相
応
し
い
住
宅
の
プ

ロ
ト
タ
イ
プ
の
提
示
と
い
う
設
計
意
図
の
も
と
、

周
囲
の
自
然
と
一
体
化
で
き
る
木
の
ぬ
く
も
り
に

包
ま
れ
た
豊
か
な
住
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
地
域
の
「
道
路
に
面
し
て
下
屋
を
設
け

る
」
と
い
う
厳
し
い
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ド
に
定
め
ら

れ
た
条
件
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
捉
え
な
お
し
、さ
ら
に
、

前
面
道
路
に
対
し
て
平
面
を
45
度
傾
け
る
こ
と
に

よ
り
、「
切
り
妻
屋
根
を
載
せ
た
二
階
建
て
の
母

鋼
製
ブ
レ
ー
ス
や
モ
ル
タ
ル
や
木
毛
セ
メ
ン
ト
板

の
仕
上
げ
が
混
ざ
る
が
、
新
旧
が
混
ざ
っ
て
い
る

よ
う
な
感
じ
で
は
な
く
、伝
統
的
で
も
、現
代
的
で

も
な
い
空
間
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。２
階
の
大
部

分
は
木
で
仕
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
片
流
れ
の
低
い

方
の
天
井
高
は
相
当
低
く
壁
の
開
口
も
殆
ど
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
か
ら
大
量
に

採
り
込
ま
れ
る
光
に
よ
り
と
て
も
爽
や
か
で
明
る

く
て
開
放
的
な
空
間
で
あ
る
。

こ
の
建
築
の
周
囲
を
廻
る
と
、
裏
側
の
一
層
部
の

２
つ
の
開
口
の
間
に
、
目
地
の
よ
う
に
木
の
桟
の

よ
う
な
も
の
が
打
た
れ
て
い
る
。こ
れ
は
学
生
が

切
り
損
ね
た
結
果
発
生
し
た
端
材
を
無
駄
に
し
な

い
た
め
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
敢
え
て
突
き
付
け
ず

に
、目
地
で
縁
を
切
っ
た
ら
し
い
。こ
の
た
め
に
設

計
者
自
ら
材
を
並
べ
、
ど
の
材
を
ど
こ
に
使
用
す

る
か
の
検
討
な
ど
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
周
卓
の
結
果
、
木
材
が
突
き
付
け
ら

れ
た
箇
所
は
な
く
、
そ
し
て
裏
側
の
立
面
も
た
だ

の
裏
側
で
は
な
く
、
裏
側
ら
し
い
正
面
性
の
よ
う

な
も
の
を
獲
得
し
て
い
る
。そ
の
他
に
も
、限
ら
れ

た
材
や
熟
練
さ
れ
て
い
な
い
施
工
技
術
に
対
し

て
、諦
め
る
の
で
は
な
く
、設
計
や
監
理
に
お
い
て

執
着
し
考
え
抜
か
れ
た
結
果
、
か
え
っ
て
よ
り
一

層
洗
練
さ
れ
た
建
築
が
実
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

建
築
に
よ
り
地
域
に
お
け
る
木
材
利
用
が
広
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
事
例
は
枚
挙
に
暇
が

な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
期
待
に
こ
の
建
築

ほ
ど
応
え
ら
れ
た
も
の
は
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。こ
の
建
築
が
現
れ
た
こ

と
が
、
ま
ず
は
こ
の
地
域
で
こ
そ
木
造
建
築
が
見

直
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
し
、
実
際

に
木
の
建
築
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た

い
。
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藤井厚二賞
設計者：森田一弥／森田一弥建築設計事務所、小寺磨理子／AMK

大原の家

所在地／京都市左京区
用　途／住宅
竣　工／2020年3月

敷地面積／330.58㎡
建築面積／62.75㎡
延床面積／89.42㎡
構造規模／木造2階建て
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現地審査選出作品藤井厚二賞第13回 京都建築賞

所在地／京都市右京区
用　途／倉庫兼車庫
竣　工／2024年9月

敷地面積／489.01㎡
建築面積／157.83㎡
延床面積／247㎡
構造規模／木造(在来軸組工法)2階建て

所在地／京都市左京区
用　途／住宅、事務所
竣　工／2024年7月

敷地面積／581.51㎡
建築面積／91.08㎡
延床面積／152.81㎡
構造規模／木造(在来軸組工法)
　　　　　地上1階、地下1階建て

所在地／京都市上京区
用　途／倉庫業を営まない倉庫
　　　　(駐車場･浴室･サウナ付き）
竣　工／2023年5月
敷地面積／82.81㎡
建築面積／41.00㎡
延床面積／140.93㎡
構造規模／鉄筋コンクリート造4階建て

萩ノ台の住処
設計者：殿井環／一級建築士事務所 殿井建築設計事務所

京北森林組合 木造倉庫
設計者：髙橋勝／髙橋勝建築設計事務所一級建築士事務所

所在地／京都市中京区
用　途／住居兼ギャラリー
竣　工／2023年1月

敷地面積／45.74㎡
建築面積／26.19㎡
延床面積／42.29㎡
構造規模／木造2階建て

熊間
設計者：浦田友博／一級建築士事務所 浦田

東裏辻BLDG
設計者：浅野大輔／㈱ボラ設計

所在地／京都市中京区
用　途／住宅
竣　工／2024年11月
敷地面積／116.34㎡
建築面積／92.15㎡
延床面積／177.56㎡
構造規模／木造2階建て

越後町の家 ー路地を抜く家ー
設計者：川上聡／川上聡建築設計事務所
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